
 いじめは、いじめられた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、心身の健全な成長及び人格の形成

に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危機を感じさせる恐れのあるものです。 

 いじめは、ふざけや遊びを装ったり、インターネット上で行われたりするなど、大人の目がつきにく

い場所や形で行われやすいです。また、いじめられた子ども自身も「心配されたくない」「仕返しが怖い」

という気持ちから、いじめを受けたことを否定する心理が働く場合があります。 

 これらのことをふまえ、全教職員でささいな兆候も積極的に認知し対処していく姿勢で、児童理解・

生徒指導に努めてまいります。その具体的な取り組み・方針をまとめたものが、「いじめ防止基本方針」

です。この「いじめ防止基本方針」は児童の実態に応じて適宜見直し修正し、全校児童にとって「学校

が楽しい」と思える環境づくりに活用してまいります。 

 

 「児童に対して、当該児童と一定の人的関係のある他の児童が行う心理的又は物理的な影響を与える

行為（インターネットを通じて行われるものも含む）であって、当該行為の対象となった児童が心身の

苦痛を感じているもの」とする。なお、起こった場所は、学校の内外を問わない。 

 

 ・児童の様子を把握するためのチェックリストを全職員で周知し、学級担任や専科教員で日常的な観 

察を行い、気になることの情報交換を積極的に行う。 

 ・学期に１回、全児童を対象に「いじめアンケート」を実施する。質問項目の中に教員との面談希望

の有無を含ませ、「希望あり」と回答した児童と面談を行う。 

 ・「いじめアンケート」とは別に、「学校生活アンケート」を学期に１回行い、この回答をもとに、学

級担任が全児童を対象に個別面談を行う。 

 ・校内に『そうだん POST』を設置し、いつでもスクールカウンセラーに相談できる体制をつくる。 

 ・欠席した児童には、学級担任からその日の学習内容や翌日の連絡を電話やインターネットを使って 

伝えながら、児童の様子を把握する。 

 ・保護者からの相談・情報提供については、迅速に対応する。また、全児童の保護者を対象に、年に 

２回、個別面談の機会を設ける。 

 ・いじめを許さない学校・学級づくりに努める。 

 ・授業をとおしての生徒指導の充実を図る。 

・『いのち』『なかま』を意識できる教材を用いた道徳教育を推進する。 

 ・外部講師を招聘しての福祉教育を行う。 



 ・児童が互いに良好な関係を築くことのできる取り組みを積極的に行う。 

 ・児童が達成感、人間関係の深化を感じることのできる学校行事になるよう工夫する。 

 ・情報モラル教育の充実を図る。 

 ・スクールカウンセラーの常駐。 

 ・教職員研修の充実を図る。 

 

 ①いじめ情報の把握と事実確認 

 ②対応チームの編成とケース会議の実施 

 ③対応方針と役割分担の決定 

 ④事実の究明と支援及び指導 

 ⑤いじめ関係者への指導 

 

 【事実確認】 

  ・事実の有無や内容の真偽について、当該児童、関係児童への確認。 

  ・管理職や生徒指導主任への報告、学校としての組織対応と同時進行で実施。 

 【留意点】 

  ・把握した教員一人で解決しようとしない。 

  ・報告・連絡・相談を確実に行う。 

 

<参考>児童の様子を把握するためのチェックリスト（ご家庭でもご活用ください。） 

 

 

 

情報を把握した教員 → 生徒指導主任 

 ↓ 

学級担任・学年主任 → 校長・教頭 


